アレッサンドロ・カルボナーレ（クラリネット／イタリア）
Alessandro Carbonare　（Clarinet/Italy）


（約５００文字）

　1967年イタリア生まれ。フランス国立管弦楽団首席を15年間務めた後、2003年よりローマのサンタ・チェチーリア国立音楽院管弦楽団の首席奏者を務める。1990年ジュネーヴ、1991年プラハ、1991年トゥーロン、1991、1992年ミュンヘン、1992年パリなどの国際コンクールで入賞多数。スイス・ロマンド管、スペイン国立管、オスロ・フィル、南西ドイツ室内管、ミュンヘン放送管、ウィーン・シンフォニエッタ、フランス国立管、ベルリン放送響ほかと共演。ベルリン・フィル、ニューヨーク・フィル、シカゴ響などへ首席奏者として客演。R. ムーティ、小澤征爾、C. デュトワ、K. マズア、E. スヴェトラーノフ、B. ハイティンクほか著名指揮者と共演。アバド指揮ルツェルン音楽祭のライブ収録は、2013年第51回レコード・アカデミー賞を獲得した。デッカでも多くの録音を行っている。ジャズやクレズマー音楽にも傾倒し、多様なミュージシャンとの共演を行っている。ベネズエラのエル・システマでも意欲的な活動を行い、カラカスの多くの若い貧困層に向けた無償の教育に参加している。サンタ・チェチーリア国立アカデミア、キジアーナ音楽院サマーコースの教授を務める。

オフィシャル・ウェブサイト　http://www.carbonare.com
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（約７５０文字）

　1967年イタリア生まれ。フランス国立管弦楽団首席を15年間務めた後、2003年よりローマのサンタ・チェチーリア国立音楽院管弦楽団の首席奏者を務める。
　1990年ジュネーヴ、1991年プラハ、1991年トゥーロン、1991、1992年ミュンヘン、1992年パリなどの国際コンクールで入賞多数。
　スイス・ロマンド管弦楽団、スペイン国立管弦楽団、オスロ・フィルハーモニー管弦楽団、南西ドイツ室内管弦楽団、ミュンヘン放送管弦楽団、ウィーン・シンフォニエッタ、フランス国立管弦楽団、ベルリン放送交響楽団ほか、イタリアの全てのメジャーオーケストラとソリストとして共演。ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団、ニューヨーク・フィルハーモニック、シカゴ交響楽団などへ首席奏者として客演。共演の指揮者は、R. ムーティ、小澤征爾、C. デュトワ、K. マズア、E. スヴェトラーノフ、B. ハイティンクほか、多数にのぼる。
　アバド指揮ルツェルン音楽祭におけるモーツァルト協奏曲のライブ収録（ドイツ・グラモフォン）は、2013年第51回レコード・アカデミー賞を獲得した。デッカよりリリースの「クラリネットの芸術」他、多くの録音を行っている。
　クラシックにとどまらず、ジャズやクレズマー音楽にも傾倒し、多様なミュージシャンとの共演を行っている。
　ベネズエラのエル・システマでも意欲的な活動を行い、カラカスの多くの若い貧困層に向けた無償の教育に参加している。　
　L.カヴァコス、P.ズーカーマン、A.ロンクイッヒ、ラン・ラン、M.アルゲリッチ、P.デリベラ、L.スクラヴィス、E.ピエラヌンツィ、S.ボラーニなどの著名アーティストとも、度々共演している。
　サンタ・チェチーリア国立アカデミア、キジアーナ音楽院サマーコースの教授を務める。

オフィシャル・ウェブサイト　http://www.carbonare.com

